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4月13日茨木市議会議員補欠選挙 17370票で当選！ 

「あびこ浩子、議員活動スタート！」 

みんなの思いを政治の場へ！！ 

＜あびこ浩子の実感＞ 

普通の主婦が選挙に出たら、不

思議なことがいっぱいあった！ 

高齢者や子どもたち、障がいを持

つ人、病気をもつ人など弱い立

場の人たちが安心して暮らせる

街にしよう！それは誰にでも優

しいまちだから。子育てしなが

ら街に出ようよ！街に出られる

社会にしよう！子育て支援で社

会を変えよう！ 

茨木市6月補正予算決まる！ 

予算総額1418億6567万円、一般会計751億8984万円 

あびこ浩子、早々に議会質問に立つ！！ 
 野村市長2期目のマニュフェスト

を形にするべく、6月議会が行わ

れました。 

 当選したばかりとはいえ、本会

議での一般質問に立ちました。議

会の慣習などは全く知らない中、

日 頃 の 思 い を き ち ん と 届 け た

い！！そんな決意で臨みました。 

詳細は次ページにて。 
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あびこ浩子 

ゆめ・みらい通信 

 さる4月13日（日）に投開票された

「茨木市議会議員補欠選挙」におい

て、見事初当選を果たしました。 

 茨木市長選挙が、無投票となり、

そのあおりもあり、２３・０６％と

いうとても低い投票率でした。 

 子どもたちのことはもちろん、子

育て家庭、高齢者の方々、障がいや

病気を持つ方々、ひとり親家庭の

方々など多くの声を政治の場へ届け

る活動をスタートしました！皆様と

共に歩んでまいります！ 

連絡先：（あびこ浩子事務所）茨木市中穂積3丁目１－３５ 

     TEL＆FAX 072ｰ601-0569 

    ウエブサイト：http://www.hcn.zaq.ne.jp/abiko-h/ 

あびこ浩子（安孫子浩子） 

1961年生まれ。玉櫛小・南中卒

業／1980大阪府立千里高校卒

業／1984関西大学文学部卒

業／2008大阪市立大学大学院創造

都市研究科共生社会研究分野修士

課程修了 

1984高槻市立第7中学校教諭／1987
茨木市立三島中学校へ転任1990退

職／2000沢池幼稚園PTA会

長／2002穂積小PTA会長／2006茨

木市PTA協議会会長／2004NPO法

人Chacha－House 代表理事 

穂積小校区青少年健全育成運動協議

会会長／NPO法人子育て広場全国

連絡協議会理事／茨木市議会議

員／夫、長女（大１）･次女（高

１）･長男（中2）の5人家族 
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6月定例議会本会議で初質疑をしました！ 

＜あびこ浩子の実感＞ 

普通の主婦が選挙に出たら、

不思議なことがいっぱいあっ

た！ 

高齢者や子どもたち、障が

いを持つ人、病気をもつひ

となど弱い立場の人たちが

安心して暮らせる街にしよ

う！それは誰にでも優しい

まちだから 

子育てしながら街に出よう

よ！街に出られる社会にし

よう！子育て支援で社会を

変えよう！ 

と述べました。 

 併せて、これまで「小学校区福

祉委員会」取り組んできた「地域

福祉計画策定」の取り組み。全小

学校区でのワークショップ開催等

に平成１５年１０月～平成１８年

３月末までで8,922,450円が支出が

されています。今回「地域担当職

員制度」の新たに取り組み（モデ

ル地区実施２校分）に3,000,000円

の支出がなされます。是非とも

「地域福祉計画」での取り組みを

検証し、生かしていくことが必要

だと述べました。 

 担当課が違うといえども地域は

同じ。福祉分野であれ、市民活動

分野・都市計画分野であれ行政の

縦割りで無理だとせずに機構を超

えた取り組みを期待します。 

 モデル地域に当られた皆様の活

動を見守りたいと思います。 

「まちづくり協議会」には地域福祉の視点を！ 

 茨木市の新しい街づくりの方向

性として「地域担当職員制度」が

提案されました。 

 これは今後茨木市がこれまでの

市民からの要望に応える一方通行

の市民サービスから、市民自身が

「自分たちのまちは自分たちで創

る」という方向への転換でもあり

ます。担当職員の方々のアドバイ

スのもと、小学校区ごとに「まち

づくり協議会」を立ち上げ、今は

バラバラの自治会等への補助金を

一括して下ろし、それぞれの地域

の課題にお金を使っていこうとい

うものです。 

 地域課題を検討する組織作り、

そして課題を発見する仕組み作り

が何よりも必要です。 

 地域で困っている方々の声が届

けられる「まちづくり協議会」で

あることがまず確認されるべきだ
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あびこ浩子 

ゆめ・みらい通信 

機構改革が行われました。 

課名の変更がありました。 

変更は以下の通りです。 

総合防災課 危機管理課 

法制文書課 政策法制課 

企画調整課 政策企画課 

情報政策課 情報システム課 

福祉総務課 福祉政策課 

人権同和課 人権推進課 

減量推進課 環境政策課 

都市計画課 都市政策課 

ダム推進課 ダム・新名神推進課 

教育総務課 教育政策課 

教職員課 学務課 

旧 新 
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第1号 

 「地区計画」をご存じですか？

住んでいるまちの「良好な住環

境」を守りたい、商店街の道を整

備するのであわせて建物のルール

をつくりたいなどの目指すまちの

目標を都市計画として条例にまと

めることができます。 

 良好な住環境を維持するために

例えば「１区画１６０㎡以上」等

と決めることができます。ただそ

のような決まりになると高所得者し

か住めないまちになるのではと感じ

ました。茨木市全体での住宅政策の

あり方を決める住宅マスタープラン

はないので、今後の検討ををお願い

しました。 

 WEBを利用した「まちづくりポー

タルサイト」が始まります。アクセ

スできない方に不利にならないよう

な配慮をお願いしました。 

 教育関連では、新しい試

みとしてインターネットを

介して学習できるシステム

として新聞でも取り上げら

れた「E-LEARNING」や中

学校普通教室へのエアコン

導入などが決まりました。 

「地区計画」ってどんなこと？／「まちづくりポータルサイト」 
教育：E-LEARNINGの導

入・中学校普通教室クー

ラー設置 
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「こども育成部」の新設 

子どもに関する施策を総合的

に進めます 

課名 場所 主な業務 

こど

も政

策課 

南館２階 

２１番窓口 

☎６２０­

１６２５ 

乳幼児医療費

助成 

ひとり親家庭

医療費助成 

児童手当・児

童扶養手当 

子育

て支

援課 

南館２階 

１９番窓口 

☎６２０－

１６３３ 

子育て支援総

合センター 

在宅子育て支

援 

保育

課 

保育所 

あけぼの学園 

南館２階  

２０番窓口 

☎６２０－

１６３８ 

在宅子育て支援の現状とこれから 

 少子化が言われて久しいですが、

主に０歳～３歳の多くの子どもたち

が在宅で育っている現実を受けて

「在宅子育て支援」が取り組まれ、

その更なる充実が望まれています。 

 在宅子育て支援の取り組みとして

国により「地域子育て支援拠点事

業」が実施されており、毎年のよう

に制度が変わっています。 

 茨木市でもこの事業の中の「つど

いの広場事業」「子育て支援セン

ター事業」が取り組まれています。

この事業は国・府・市の三者による

事業です。茨木市では「子育て支援

センター」７か所・「つどいの広

場」１２か所と「次世代育成行動計

画（前期）」の目標達成にむけて取

組が進められています。ただこれま

で茨木市が頑張って取り組んできた

にも関わらず、この計画の間に国の

制度が変わり、「支援センター」と

「ひろば」を同列で数えることとな

り、「中学校区に１か所」との基準

の中学校１５校分からは６か所はみ

出しています。今後の補助金の方向

は不透明です。大阪府の改革案は今

回国の事業には手をつけませんでし

たが次年度以降、６５００億円の削

減のためには、対象になるのではな

いかと危惧しています。 

 また新たに「こんにちは赤ちゃん

事業」が取り組まれ、生後３か月時

に保育士のよる全戸訪問が実施され

ます。悩み相談を待つだけでなく出

かけていって聞かせてもらうアウト

リーチの取り組みです。相談を地域

課題として継続した取り組みに繋ぐ

仕組みづくりが必要だと述べまし

た。 

 今年度から次世代育成行動計画

（後期）策定に向けて取組が始まり

ます。子育てしやすい茨木市とな

り、茨木市で子育てしたいと思って

もらえるまちにと願っています。 

建設常任員会に所属しました。 
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茨木市中穂積３丁目１－３５ 

電話＆FAX  ０７２（６０１）０５６９ 

Email: abiko-h@hcn.zaq.ne.jp 

＜お知らせ＞ 

7月23日（水）ラジオ体操の生収録 

・・・・早起きして「ラジオ体操の歌」をうたいたい！ 

8月9日（土）市制60周年記念「二十四の瞳」公演 

・・・8年前長女が同舞台に市民代表小学生として出演！以来、小豆島キャンプ

にも参加し小豆島のお友達ができ今も交流しています。懐かしいです。 

9月21日（日）第2回 セカンドステージ応援セミナー 

・・・昨年「実行委員会」の事務局をしました！今年も盛会を願っています。 

9月28日（日）茨木シニアカレッジ「いこいこ未来塾」開講 

・・・団塊世代（５５歳以上）の皆様、地域デビューの第一歩ですね。 

あびこ浩子事務所 

業」「進路選択支援事業」の4事

業が7月末で一旦打ち切りとなり

市町村交付金へと移行します。担

当職員の方々は解雇となっていま

す。 

 例えば進路選択支援事業は特に

経済的に進学が困難な中学３年

生・高校3年生等が学校の進路指

導と並行して相談し、目指す進路

に進めるように支援するもので

す。秋以降が本格的な受験シーズ

ン。景気後退した今、この事業を

必要とする多くの若者たちのため

にも、茨木市として「市町村交付

 橋下大阪府知事による改革案が

大阪府議会で議論されています。

「聖域なき改革」の名も下で「福

祉・医療・教育」などの分野も軒

並み削られていっています。 

 府職員の大幅給与カットを始

め、改革の痛みが今後は府民自身

に降りかかってきます。大阪府か

ら各市町村へ、これまでの事業ご

とでの支出を見直し、いくつかの

事業をまとめて市町村交付金とし

て支出する方法が取られます。 

 まずは「総合生活相談事業」

「人権相談事業」「就労支援事

大阪府維新改革案を受けて今後茨木市では… 

お互いさまと思える茨木に! 

生活者の視点を政治に！ 

ホームページもご覧ください 

http://www.hcn.zaq.ne.jp/abiko-h/ 

毎週火曜日朝７：３０～８：３０ 

ＪＲ茨木駅西口で街頭報告会を実施しています！ 

公務等の関係で無理な時もありますが、見かけたら声をかけて下さいね！！ 

金」をどのように活用していく

のか？9月議会で決定となりま

す。 

 後期高齢者医療制度は小泉政

権の時に決まり、今年になって

から実施されているのです。新

しい制度が始まってはじめて慌

てる事態が今回の大阪府の改革

でも起こりかねません。是非と

も皆様に関心をもっていただ

き、お声を届けてください。明

日の大阪府・茨木市を作るのは

私たち市民自身です！ 

  


